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第１章　序論

1.1　研究の背景と目的
　景観保全とは景観のあるべき姿のデザインである。景観保全とは，必
ずしも歴史的町並みの保存を意味する言葉ではなく，町並みを改変する
こともその範疇に含まれる。全く新しい街にも景観保全はあり得る。歴
史や文化を背景に先人たちが作り上げてきた景観を，今を生きる我々が
どのように受け継ぎ，どのように変え，何を後世に伝えていくかという
デザインなのである。
　日本では経済発展が優先され，都市中心部においては道路拡幅や空間
の高度利用が求められ，また郊外においては，急増する人口に対応すべ
く宅地開発や大型商業施設の誘致などが進められてきた。経済効率優先
の開発の結果，都市景観は画一化，均質化に向かってきた。一方で，開
発一辺倒の施策に異議を申し立て，町並み保存運動に代表されるような
住民活動が続けられてきた。全国各地で景観条例が制定されたが，根拠
法を持たない自主条例のため，その実効性には常に疑問符がつき，条例
によって行為の制限ができるか否かに関心が集中していた。
　2005 年の景観法全面施行によって，人々の関心は「制限ができるか」
から「何をどこまで制限するか」に移った。その制限の対象として例外
なく取り上げられるものが「色彩」である。積極的に景観形成を誘導す
る景観地区では，数値で制御できる事柄については建築確認で担保され，
裁量性が求められる事柄については認定行為が可能になった。財産権を
法に基づく条例で制限するには，その規制が「公共の福祉」のためでな
ければならない。規制の公共性が担保されたとしても，その規制によっ
て景観の画一化を招いてしまったのでは本末転倒である。あくまでも地
域の特徴を伸長し，美しい景観を形成する，混沌ではなく，画一的にも
ならない「さじ加減」を見極める必要がある。そのためには，現実の景
観がどのような色彩で構成されているかを知るツールが必要となる。ま
た，それらの情報を理解し共有するための視覚化手法も必要である。ま
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た，人はさまざまな場所における体験を積み重ねることで，景観の印象
をつくりあげる。それらの体験の多くは街路の移動によってなされる。
それ故に街路景観が景観の印象形成に与える影響は大きいと考えられ
る。
　以上のことから，本研究の目的を，地域の景観特性が活かされた画一
化しない街路景観づくりを目指して，景観地区の現行の色彩規制基準の
問題点を明らかにし，地域の景観色彩特性を把握するための調査・分析
手法の構築を目的とすることとする。

1.2　研究の方法
　本研究では，街路景観の色彩規制基準づくりのための色彩の調査・分
析手法を構築する。既に全国で多くの景観計画が策定されている。本来，
地域特性を伸長するために策定される景観計画であるが，策定にあたっ
ては，規制基準が他地域と類似しているのではないかという懸念や，色
彩の地域特性をどのように客観的に把握すればよいのかという疑問が常
につきまとう。基準の類似性についての研究は始まったばかりであり，
規制種類を分類するに留まっている。そこで，基準の類似性を定量的に
明らかにするとともに，現実の景観の色彩と規制基準を照らしあわせる
ことで，現行の規制基準の整合性を検証する必要がある。一方，現実の
景観の色彩を把握する手法については，多くの研究者による様々な研究
がある。その多くは，建築物の壁面等の物体色を測定し，その値を景観
の色彩としている。この手法では，景観を構成している建築物に使用さ
れている建材の物体色を把握することができる。しかし，そこでは人工
的な標準光源に照らされた特殊な条件下での色彩であり，建物の陰影や
遠近感などの「眺め」としての特徴は一切排除されている。筆者は，こ
の点に大きな疑問を抱いている。「景観」という眺める行為によって得
られる視覚映像の中にある色彩を把握するには，「眺め」そのものを分
析対象として扱う必要があると考え，本研究でその調査・分析手法を構
築する。
　方法としては，まず既往の景観条例等の色彩規制基準に関する研究や
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景観色彩調査手法に関する研究を調べることで，本研究の位置づけを明
確化する。調査には，主としてデザイン学分野，色彩学分野，建築学分
野，土木分野の書籍や研究論文，さらに色補正についての知見を深める
ために，照明学や画像工学分野の書籍や研究論文を用いる。
　次に，全国の景観地区において，景観形成基準としての色彩規制基準
がどのように定められ，また色彩の使用がどのように制限されているか
を比較検討することによって，現行の景観形成基準の類似性を明らかに
するため，全ての景観地区の景観形成基準，景観形成ガイドラインなど
を収集し，その中から色彩に関する規制基準を抽出する。そして様々な
表現で語られている基準を定量的に比較できるよう，統一した表現方法
への変換手法を構築する。構築した手法を用いて基準を比較検討し，そ
の類似性を明らかにする。
　次に，街路景観の色彩調査手法および分析手法を構築する。「眺め」
としての景観の色彩を把握するには，従来から用いられてきた色彩調査
手法のひとつである写真分析法を用いることが有効であると考えられ
る。本研究では，従来の手法の精度を高めるため，デジタルカメラを用
いて撮影した景観画像を統計処理によって補正する手法を構築する。こ
の手法では，デジタルカメラで撮影した景観画像のRGB 値を均等色空
間のL*a*b* 値に変換する作業が不可欠である。その変換式は数多くの
色票をデジタルカメラで撮影して得たRGB 値と，同じ色票を測色計で
測定して得たL*a*b* 値との間で重回帰分析を行うことで得られる。ま
た，得られた色彩データの分布の特徴を把握するために，クラスター分
析や主成分分析を行う。
　ここで，クラスター分析を行う際にクラスター数を事前に決定してお
く必要がある。景観色彩の特徴を効果的に把握できるクラスター数を決
定するため，複数の街路を対象に予備実験を行い，その数を決定する必
要がある。
　さらに，景観色彩の比較が容易にできるよう，特徴を直感的に表現す
る手法を構築する。
　次に，構築した手法を用いて事例調査を実施し，手法の有効性を確認
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する。調査地は愛知県犬山市の歴史的町並みの残る 2つの街路，岡山
県高梁市成羽町吹屋の歴史的町並み，広島県尾道市の商業地区，広島県
福山市の郊外幹線道路の 5地点である。それぞれの街路において，十
数枚から数十枚に及ぶ連続写真を等間隔で撮影し，一枚一枚の景観画像
の色彩の特徴の分析と，それぞれの街路全体（統合データ）の色彩の特
徴の分析を行う。
　また，主要な建築物の外壁色と屋根色の物体色を視感測色によって調
査し，景観計画が策定されている犬山と尾道については規制基準と実際
の物体色の相違を検証する。この検証によって，本研究手法が，任意の
視点から眺めた景観の色彩の特徴を把握することも，街路全体の景観の
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図 1-1　研究のフロー
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平均的な色彩の特徴を把握することも可能であることを明らかにする。
さらに景観計画の色彩規制基準は，地域で good とされる景観重要建造
物に指定された建築物等の色彩の視感測色値とは必ずしも一致していな
いことを示す。
　本研究の以上のプロセスを，図 1-1 にフロー図として示す。

1.3　本論文の構成
　本論文は，序論である本章の他に，以下の５章で構成される。

第２章「既往研究と本研究の位置づけ」
　本章では，都市景観色彩の特徴を把握する手法および各地の景観計画
の色彩基準の比較手法が既往研究において，どのような位置づけにある
かを明確にし，本研究手法の独自性を示す。

第３章「景観地区の色彩規制基準の実態調査と分析」
　本章では，全国の景観地区において，景観計画の中で色彩がどのよう
に定められ，また色彩がどのように制限されているかを基準を比較検討
することによって，現行の景観形成基準の類似性を明らかにすることを
目的とする。比較にあたっては，基準の独自の整理手法を示す。

第４章「街路景観色彩調査および分析手法」
　本章では，写真分析法によって景観の色彩を把握する手法を構築する。
景観画像の色空間変換と補正の手法，色彩の特徴を抽出するための統計
処理手法，色彩分布の特徴を容易に把握できるようにするための視覚化
手法を明らかにする。

第５章「本研究の手法を用いた事例調査」
　本章では，第４章で構築した手法を用いて，実際の街路景観を対象と
した事例調査を行う。街路景観の撮影実験を行い，景観色彩の調査・分
析結果を示す。事例は歴史的町並みが保全されている３つの街路と古い
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家並みから建て替えの進む街路ひとつ，そして都市郊外の幹線道路ひと
つの合計５つである。

第６章「結論」
　本章では，本研究を総括し，まとめを行い，景観色彩特性を把握する
調査・分析手法の構築に関する結論を述べる。そして，本研究の今後の
展望と課題について示す。


